
　どの分野でもいわゆるベテランといわれる方々は
様々な問題解決の方法論を持っている。人事の諸課題
を巡っても，いわゆる“解決の方程式”はあるようだ。
しかし，本稿では「こんな場合は○○だ」というパタ
ーン化された「定説」では失敗する事例をあえて示し
た。そこに潜む“罠”を構造的にみたうえで，具体的な
有効手段を探る試みである。
　今の時代も他社事例から学べる要素は多いが，それ
でも，かつてほど“そのまま”自社に取り込めるケース
は少なくなっている。また，上司がすべてをコントロ
ールし，部下は指示通りに動けばうまくいくビジネス
はむしろ希で，事案や人材ごとにケースバイケースで

解決を模索していく仕事が増えている。そのような定
説が通じない状況でも，価値観の統制を図り，社員を
活性化し，業績向上を支援していくのが人事の役割だ。
頭を柔らかくして“罠”を乗り越えたい。 （編集部）

自社にとって本当に有効な打ち手は何か？
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～定説の罠にご注意！本質を突く有効な打ち手はコレだ！～

人事の課題解決 逆説の真実

【当事者の嘆き】
⬇

【定説の誤り】
⬇

【では何が有効なのか】
⬇

【ポイント】

6テーマ×

× 定説1   「目標管理を正しく運用させるために目標の書き方と面接の訓練をする」
○  逆説の真実1   「目標は達成につながらなくては無意味。正しく書くことよりも，達成シナリオを描く力をつけることが有効」
× 定説2   「社員のモチベーションを上げるため，インセンティブや表彰を取り入れて刺激する」
○  逆説の真実2   「一過性の刺激ではすぐに元通りに。仕事に働く意味を見出す会議が有効」
× 定説3   「現場の社員のニーズを聞いて，研修を企画し，実施する」
○  逆説の真実3   「現場に戻ると今まで通りの仕事の仕方になってしまう。上司・先輩含めて仕事や指導の仕方を“見える化”し，現場で

使えるノウハウをゲーム感覚で生み出すことが有効」
× 定説4   「社員の要望や時流を取り入れ人事制度を具体的に作り込む」
○  逆説の真実4   「複雑な人事制度を作り込み，制度の番人になるのではなく，社員の成長を邪魔しないよう人事制度をシンプルにする」
× 定説5   「会社の価値観を文章化し，見えるところに貼り，暗唱できるまで覚えさせる」
○  逆説の真実5   「価値観を“我が社における判断基準”になるよう明文化し，その基準で物事を判断できるようにする」
× 定説6   「ホウレンソウを徹底してマネジメントとPDCAを強化する」
○  逆説の真実6   「ホウレンソウではなくソラアメカサが有効」「仮説を設定する洞察力や課題設定力，判断力を鍛え，コミュニケーション

の目線を合わせる」
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